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はじめに111

われわれは，写真フィルムで培ってきた「美しい写真
を作る」技術を，「美しい肌を作るために」応用するこ
とで，機能性化粧品の開発を進めてきた。アスタリフト
シリーズは，30代後半以降の女性が求めるアンチエイ
ジングに着目した基礎化粧品シリーズであり，アスタキ
サンチンと3種のコラーゲンによる「トータルコラー 
ゲンケア」をコンセプトにしている。

2010年9月に上市した，アスタリフトシリーズのスペ
シャルケア製品「ジェリー アクアリスタ」（Fig. 1）は，
乾燥の根本から改良することを目標に開発したものであ
る。肌の老化は，紫外線やそれにより発生する活性酸素
に起因した「光老化」が主要因であると言われているが，
この活性酸素による炎症は肌の乾燥により加速すること
が知られている。したがって，普段から乾燥の無い肌を
作ることもアンチエイジングにとって重要である。

 

Fig. 1   ASTALIFT JELLY AQUARYSTA.

肌のバリア機能222

肌は，その表面から表皮層，真皮層，皮下組織の構成
になっている。表皮は主にケラチノサイト（表皮細胞）
からなる。基底層で細胞分裂し新たに誕生したケラチノ
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Abstract

The stratum corneum is the outermost layer of the skin and serves as a barrier to suppress loss of moisture 
and protects the body against the hazardous external substances such as viruses and allergens. It is well 
known that ceramides, one of the components of intercellular lipids in the stratum corneum, are gradually lost 
with aging. As a potent countermersure to the decrease of ceramides, we mobilized our propriety NANO 
FOCUS TECNOLOGY to nano-disperse human-type ceramides down to 20 nm in diameter. The human-type 
nano ceramide dispersion exhibits permeability up to 9 times greater than that of precedent examples. Based 
on this invention, we have developed “ASTALIFT JELLY AQUARYSTA” that features the nano ceramide 
dispersion, for the purpose of improving barrier functions of the skin.
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サイトは，徐々に分化誘導を受け形状と機能とを変化さ
せ，後からできてきたケラチノサイトに押し上げられる
ようにして，表面へ移動していく。

分化の最終段階として脱核した状態を角質細胞と呼
び，角質細胞に分化する際，細胞周囲に脂質などを放出
し，細胞間脂質を形成する。この角質細胞とその間を埋
める細胞間脂質からなる層を角層と呼んでいる（Fig. 2）。
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Fig. 2   Schematic diagram of skin.

角層の構造と機能2222
この肌の最外層にある角層は，レンガ（角質細胞）と

モルタル（細胞間脂質）に例えられる構造をしており，
水分の蒸散を防ぐとともに，外的な異物や刺激の侵入を
防ぐ役割（バリア機能）を担っている。

モルタルに相当する細胞間脂質はセラミドを主成分
（約50％）とし，コレステロール，脂肪酸などの脂質か
ら構成されている。セラミドは疎水性部分と親水性部分
が交互に折り重なる層状構造（ラメラ構造）を特徴とし
ており，このラメラ構造により強固なバリア機能を実現
している（Fig. 3）1）。
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Fig. 3   Functions of stratum corneum.

セラミドの役割2222
角層中のセラミドは加齢とともにその量が減ることが

知られている2）。セラミド量が減少すると，バリア機能
に重要なラメラ構造を綺麗に形成できなくなり，肌が乾
燥しやすくなったり，炎症を起こしやすい状態になる。

ヒト型ナノセラミド分散物333

加齢によるセラミドの減少を補い，肌本来が持つバリ
ア機能を取り戻すため，われわれは角層への浸透性の高
いヒト型ナノセラミド分散物を開発した。

セラミドの種類と性質3333
角層のセラミドは，表皮の有棘層や顆粒層で，L-セリン

とパルミトイル-CoAから種々の酵素の働きにより生成
される。合成されたセラミドは一旦グルコシルセラミド
またはスフィンゴミエリンとして蓄えられたあと，角層
最下層で細胞外へと排出され，酵素の作用を受けて，再
びセラミドとなり，ラメラ構造を形成する3）。

このようにL-セリンから生合成される角層のセラミ
ドは，光学活性体であり，基本骨格として，11種類ま
でが同定されている。これら角層のセラミドと同じ構造の
セラミドをヒト型セラミドと呼ぶ（Fig. 4）。ヒト型セラ
ミドを肌に適用することで，水分の蒸散を抑制可能であ
ることから，アトピー性皮膚炎患者らに対して治療研究
が行なわれている4）。

しかしながら，ヒト型セラミドは結晶性が高いため，
水，油などあらゆる成分への溶解性が低く，化粧品への
配合が困難であった。そのため，従来の化粧品では，セ
ラミドに似た構造の擬似セラミドや，角層のセラミドの
前駆体であり，溶解性が高いグルコシルセラミドを使用
することが多かった。しかしながら，擬似セラミドやグ
ルコシルセラミドでは角層のバリア機能を回復させるに
は不十分であった。

Fig. 4   Molecular structure of human-type ceramide.

�NANO FOCUS技術を用いたヒト型ナノセ3333
ラミド

われわれは，独自の分散技術NANO FOCUS技術を用
い，ヒト型セラミドを溶解オイルを使用せずに水中に微細
に分散することに成功した。平均粒子径約20nm，粒子径
分布が均一で外観も透明な分散液が得られ，透過型顕微鏡
観察からも従来品に比較し，細かい粒子になっていること
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を確認した（Fig. 5）。このNANO FOCUS技術を用い
たセラミド分散液をヒト型ナノセラミドと呼ぶ。
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Fig. 5	 TEM images and schematic diagrams of human-type 
ceramide dispersion.

肌への効果（エビデンス）3333
ヒト型ナノセラミドの肌への効果を確認するため，角

層への浸透性試験を実施した。健常成人5名を対象に，
従来品およびNANO FOCUS技術のヒト型セラミドを
上腕部内側に７日間塗布し，7日後テープストリッピン
グ法にて定量した。従来品と比較して，ヒト型ナノセラ
ミドでは約9倍角層浸透性が高いことが明らかとなった

（Fig. 6）。
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Fig. 6   Amount of permeated ceramide to stratum corneum.

また，3次元皮膚モデル（表皮モデル）を用い，従来
品とNANO FOCUS技術により分散したヒト型セラミ
ド溶液の浸透性の違いを可視化することに成功した。セ
ラミドの検出は抗セラミド抗体を用い，蛍光抗体検出法
にて行なった。Fig. 7で，緑に光っている部分がセラミ
ドであるが，従来のヒト型セラミド（左）に比較し，ヒ
ト型ナノセラミド（右）では角層のすみずみまでセラミ
ドが浸透していることが確認できた。
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Fig. 7	 Optical and fluorescent microscopy image of 3-dimensional 
human dermal model.

次に，ヒト型ナノセラミドによる角層バリア機能回復
試験を実施した。健常成人14名の前腕内側をアセトン-
エーテル混液で脱脂して得られた肌荒れ部位に，従来品
およびNANO FOCUS技術のヒト型セラミドを同量， 
毎日塗布し，バリア機能の回復を水分蒸散量（TEWL）
測定により追跡した。その結果（Fig. 8）から，NANO 
FOCUS技術のヒト型セラミドは，従来品よりも早く，
肌荒れ部位のバリア機能を回復させることが確認で 
きた。
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Fig. 8   Change of transepidermal water loss.

上段：光学顕微鏡，下段：蛍光顕微鏡
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ジェリー アクアリスタ444

「乾燥の根本を絶ち，本当に乾かない肌へと導く」を
商品コンセプトに，このヒト型ナノセラミドを高配合し
開発した商品がジェリー アクアリスタである。

ジェリー製剤4444
高濃度のヒト型ナノセラミドを配合するため，われわ

れはゲル状の製剤を選択した。このゲル状の製剤は，弱
い会合力により架橋しているため，結晶性が高いヒト型
セラミドの析出を防ぎ，高濃度配合が可能となった。

また，弱い会合力により架橋しているゲル状の製剤で
あるため，触った瞬間は変形するが，1 ～ 2分後には表
面が平坦化（レベリング）するという特殊な物性を持っ
ている（Fig. 9）。これにより，毎回の使用時に，新鮮な
気持ちで肌のお手入れができる，特徴的な化粧品の使用
感を提供可能となった。

触った瞬間 １～２分後

Fig. 9   Flatness of product surface.

肌での効果4444
バリア機能改善効果があるヒト型ナノセラミドを高配

合したジェリーアクアリスタについて8週間の連用試験
を行なった。女性10名に対し，朝晩通常のスキンケア
に加え，ジェリー アクアリスタを使用していただき，
使用前/2週間/4週間/8週間での肌状態を確認した。
Fig. 10に水分量，Fig. 11にキメスコア，毛穴スコア，
シワスコアの変化を平均値で示した。水分量，キメ，毛
穴，シワとも使用前に比較し，有意に改善することを確
認した。
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Fig. 10   Change of water content of skin.
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まとめ555

アスタリフトシリーズは，今回報告したヒト型ナノセ
ラミドをはじめとし，写真フィルムで培ってきた乳化分
散技術（NANO FOCUS技術）を応用した，機能性ス 
キンケアシリーズである。高い抗酸化力を有するアスタ
キサンチンのナノ乳化物や分子量・役割の異なる複数の
コラーゲンを組み合わせたコラーゲンなど特徴的な成分
を配合している。今後も，特徴ある化粧品技術を開発し，
肌を基礎から改善していきたい。
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（ 本 報 告 中 に あ る “ ア ス タ リ フ ト ”，“ASTALIFT”，
“AQUARYSTA”，“NANO FOCUS” は富士フイルム（株）
の登録商標です。）


